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収蔵資料散歩

エ コ ロ ジ カ ル ・コ レ・ク シ ョ ン

角谷岳彦

環境保全へ の関心 の高 ま りか ら,ち またで 「エ コロ

ジー」とい う語 を良 く目にす るようになった。しか

し,純 粋科学 と してのエ コロジー,生 態学 に関す る

世 間 の関心や認識 は未 だ に低 い。 こ う した現 状で

は,「 エ コロジ カル ・コレクシ ョン」とい う語 は 「地

球 に優 しい収 蔵品」と誤解 されかね ないが,必 ず し

もそ うい う意味 では ない。ここで は京都大学 にある

生 態学上貴 重 な標本群の うち,特 に昆虫標本 につ い

て紹介 し,そ の博 物館 との関わ りにつ いて私見 を述

べ るQ

周知の こととは思われ るが,生 態学 は環境 との相

互作用 の下 に生物が どのように生 きてい るのか とい

う自然の 中での生物の生 き様,す なわ ち 「生態」を

明 らか にす ることを目的 とした学問で ある。その一

応 用 として環境保全 に役 立つ ことは事実で あるが,

生態学 自体が 自然保護 を唯一の信条 としているわけ

では ない。

環境 か ら切 り離 された死骸であ る乾燥標本の研 究

と生態学の 目的 は,一 見矛盾 してい るように見え る

か も しれ ない。しか し,す ぐれた生態学者 によって

一定の見識 の下 に集め られ たコ レクシ ョンが
,完 全

な形で しか るべ き生態学者 にわたった時 には,時 空

を超 えて生態 を探 りうる優れ た手段 となる。

た とえば,井 上民二氏 を中心 として,筆 者 を含 む

生態学者 グループが1984年 か ら5年 がか りで京都府

下で収集 した訪花昆虫 コ レクシ ョンは,こ の地域 に

おけ る花 と昆 虫の共生系の実態や共進化の歴史 に多

くの示唆 を与 え,現 在 もなお研究対象 として活用 さ

れて いる。この コレクシ ョンは,収 集 に先立 ち美 山

町芦生 の原生林内 と左京 区貴船 の二次林 内,京 都大

井上民二他によって集められた

訪花昆虫コレクションの一部
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学構内 とい う環境 の異 なる府下の三 カ所 に一定の採

集 コース を定めた。定期 的に このコースに採集 に出

かけ,そ の コース沿い で虫が訪 れているこ とを確認

した花 を全種調査対象 とした。各回の調査 において,

調 査対 象 とした花一種 ご とに10分 間の採集 時間 をと

り,採 集時 には昆虫種 を区別せず に訪花 を確認 した

個 体 をすべ て採集 し,採 集 日時 と訪れ てい た花 を

コー ド化 したラベル を付 けて標本 とした(lnoue8'磁,

1990;Kakutanietal.,1990;Katoetal.,1990)o

この ようなコレクシ ョンにおいて は,採 集時 の情

報が標本個体 ご とに正確 に記録 されている ことが最

重要で ある。採 集 日や採 集場所 が判 らない標本 は,

珍 種標 本であ って も生態学上 は無益 であ る。上記 コ

レクシ ョンは,採 集 日や採集場所 に加 え,採 集時 に

その個体 が訪 れていた花の種名が記 録 されている点

が特徴 的で,こ の付加情報のおか げで虫媒性植物 と

訪花性昆 虫の相互作用 に関す る生態学的研究 に極 め

て有益であ る。

また,こ う したコ レクシ ョンはそ の全個体が保管

されている ことと,採 集時の収集方針が明確 に記録

されている ことも重要であ る。た とえば,各 回の採

集時間が花の種 ごとに一定 に保 たれ,採 集時 に昆 虫

の種が区別 されていないこ とが明示 されている上記

コレクシ ョンでは,各 花 の訪花昆虫群集 における昆

虫種毎の訪花頻度 をコ レクシ ョン中の個体頻 度か ら

推定可能 となる。さらには,採 集時 に種 を区別 しな

い全個体採集であ る故,種 内の変異 に関す る統計 的

処理 を伴 う研究 もコレクシ ョン全体が保管 されてい

れば可能 となる。

この訪花昆 虫コ レクシ ョンを用い た具体 的研究 と

して は,た とえば,各 種 の花 を訪 れる昆虫 の群集構

造 を,花 毎 にみ た各種昆 虫の採集個体 の構成 比 を説

明変数 としてクラスタ分析す る ことで,芦 生 原生林

内 にはマルハナバチ類 を送粉者 とす る一群の送粉者

ギル ドクラス タを形成 する植物群が あることが定量

的 に示 され た(角 谷,1996)。 また,ミ ヤママルハナ

バチが多数訪れていた トチノキを訪 れてい た トラマ

ルハ ナバ チ と,同 時期 に他 の花 を訪 れていた トラマ

ルハ ナバ チの形態計測 を行 った結果,ト チ ノキを訪

れている トラマルハナバチは種 内で とりわ け口器の

短 い個体 で あ るこ とが 明 らか に なった(詳 細未 公
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表)。

この ように して地域群集全体の中にお ける植物 の

生態 や特定昆 虫種 の種 内の行動 が,標 本 になった昆

虫か ら明 らか に され る。 こう した標本 か らの研 究

は,そ の標本 に基づ く統計 的処理 を行 うか ぎり,完

全 な再現性 を持 つ。それ ゆえ,こ う したコ レクシ ョ

ンは今後 の研究 に活用 される有益性 に加 え,研 究証

拠標 本 として も,完 全 な形 で保管 され る価値 が あ

る。無論,そ れがその採 集時点の 自然 を どれだけ適

切 にサ ンプ リング しているか とい う検討 は必 要で あ

るが。

紙面 の都合上詳細 は略す が,京 都大学 にはこの他

にも,ア ジア,ア フリカ各地の昆虫群集 コ レクシ ョ

ンや,今 西錦司が戦前,戦 中 に海外で集め た昆虫群

集 コレクシ ョンな ど,生 態学上価 値あ る標本群が多

数収蔵 されている。しか しなが ら,生 態学的価値 に

関す る認識 の低 さか ら,こ う した貴重 なコ レクシ ョ

ンが複 数部局 に分散 して しまった り,「 重複標本 の

整理」で部分的 に処分 された りす る極めて憂 うべ き

現実が ある。こう した事態 を一刻 も早 く改善す るた

めに も,総 合博物館 自然史棟の新営 とこう した標本

資料 の一括管理 は急務 であろ う。

(京都大学総合博物館助手 ・生態学)
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ニ ホ ン ジ ネ ズ ミ

本川雅治

ニホ ンジネズ ミは食虫 目 トガリネズ ミ科 に属 し,体

長がお よそ10cm,体 重が10gに も満た ない小 さな

哺乳類であ る。「ジネズ ミ」とい う和名がつい ている

が,ネ ズ ミよ りはモグ ラに近 く,鋭 く尖 った歯 で昆

虫 な どを食べ て生 きている。日本 の固有種で,北 海

道 か ら本州,九 州,四 国,さ らにその周辺 の島々の

ほ とん どか らも確認 されてお り,日 本 の哺乳類 の中

で最 も広 い分布域 を しめす。で は,ニ ホ ンジネズ ミ

はなぜ この ように広い分布域 を獲得 で きたのだ ろう

か。また,海 で隔て られている島へ,ど の ように し

て分布 を拡大 したのだろ うか。

私 は大 学院 に入 った とき,こ のニホ ンジネズ ミの

分 類 の見 直 しを テーマ

として研 究 を始めた。当

時の指導教官が,鹿 児 島

の南約200kmに 位置す

る トカ ラ諸 島 の 中之 島

で,ニ ホ ンジネズ ミの路

上死体 を発見 し,標 本 と

して保 管 して い た こ と

が きっか け となった。そ

れ まで は,ニ ホ ンジ ネズ

ミは,九 州 よ り南 では,

種子 島 と屋 久 島 か ら知

られ ているのみで,そ れ

ぞれが タネジネズ ミ,ヤ

クシマ ジ ネズ ミとい う

ネズ ミや モグラのような小型哺乳類 では,外 形 よ

りも頭骨 の形が,分 類学 で は重要 な決め手 となる。

そこで,ニ ホ ンジネズ ミの頭骨 のい ろいろ な部分 を

ノギスで計測 した り,鼻 先,眼,耳 とい った主要 な

器官 と連結 する部分 の骨 の形 を,丁 寧 に観察 した り

した。頭骨 とい って も,2cmに も満 たない小 さなも

のである。それ を作る には,先 の細 い ピンセ ッ トを

使 って,骨 を壊 さない ように注意 しなが ら,筋 肉を

除去 するのである。歯の形 も分類形 質 として欠かせ

ない。一つが わず か1mmほ どしか ない小 さな歯の,

さらに細 か い部分 について,実 体顕微鏡 で拡大 しな

が ら,測 定 や観察 を行 う。 また,頭 骨 や歯 に見 られ

る特 徴 を,複 数 の標本 で

ニホンジネズミ

(トカラ諸島中之島での採集個体)

亜種 として区別 されていた.と ころが,さ らに南 に

位置す る トカラ諸 島の 中之島 にもニホ ンジネズミが

分布 していたのだが,そ の亜種 の位置づ けな どは全

く分 かっていなかったのである。そ こで,私 は博物

館標本 を使 って,中 之 島のニホ ンジ ネズ ミに関する

情報 を集 めは じめた。

比べ るため には,い ろい

ろな角度で写真 を とるこ

とも重要であ る。こう し

た一連 の作業 を標本一つ

一つ について行 う。周辺

の屋久 島,種 子 島,九 州,

さらには本州各地 の数百

点の標本 について も同様

の作業 を行 い,中 之島の

もの と比 較 す る。 そ し

て,標 本 に見 られ る変異

の中で,地 域の違 いによ

る もの を見 つけだす こと

で,中 之 島のニホ ンジネ

ズ ミの もつ特徴 を浮かび上が らせ てい くのであ る。

その結 果,中 之島のニ ホ ンジネズ ミは,本 州や九

州は もちろん,屋 久島や種子 島の集団 とも,か な り

違 った形 態 を持つ ことが分か って きた。ジネズ ミの

仲間の中 には,人 間 とともに船 にのって島に渡 る も

のがい るとい われ るが,形 態上 のかな りの違 いが あ
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鹿 児 島県 十 島村 営 船 フ ェ リー 「と しま」。

鹿 児 島 と トカ ラ諸 島 の 島 々 を結 ぶ 。

ることか ら,中 之島のニホ ンジネズ ミが最近 になっ

て船で渡 ったとは考 えに くい。また,こ の小 さなニ

ホ ンジネズ ミが,自 力で泳いで島へ渡 るこ とは到底

不可能であ る。とす れば,ま だ トカラ列島が九州 な

どと陸続 きだった とい う数十万年前 に,陸 地づ たい

に中之 島に到達 し,そ の後,隔 離 されなが ら現在 ま

で生 き続 けて きた と考 えるのが妥 当な ようである。

博物館標本 だけでは物足 りな くな り,こ のニホ ン

ジネズ ミの採集 も行 ってみた。中之 島へ は鹿児 島か

ら約8時 間,月8便 ほ どが運行 されている フェリー

「としま」で行 くことがで きる。中之 島は,ト カラ諸

島では最大 の島だが,人 口は百数十人で ある。採 集

調査 は島 を歩 きなが ら,林 縁 や牧草地 とい った採集

に適 した場所 を探 し,ネ ズ ミ用の わなを設置す るこ

とか らは じまる。1日 に100個 ほ どの わなを仕掛 け,

翌朝 に一つづ つチ ェックしなが ら回収す る。100個

の うち10個 程度で何かが捕獲 されてい るの だが,そ

のほ とん どはニホ ンア カネズ ミであ る。ニホ ンジネ

ズ ミは100個 のわなを使 って,1個 体が とれるか と

れ ないかで,な かなか標本 が集 まらない。こ うして

得 られたニ ホ ンアカネズ ミやニ ホ ンジネズ ミは,計

測 を行い,番 号 をつけ,標 本 に して持 ち帰 る。少 し

で も多 くの情報 を引 き出せ るよ うに,剥 製や骨 格の

ほかに,DNA遺 伝子 や染色体 を解析す るためのサ

ンプル も保存す る。多 くの情報 を生 み出す標本 を,

限 られた設備 と時 間で いかに作 り上 げるかは,採 集

者 の技量 にかかっている。

これまでに2回,中 之島での採集 を行 い,こ の島

のニホ ンジネズ ミの分類や起源についてある程度 は

分 かって きた。ところが,他 の地域の標本 を比較 と

して解析 する うち に,ニ ホ ンジネズ ミの抱 える別の

分類学 的問題 も,浮 かび上 がって きたのだ。北海道

か ら トカ ラ諸 島 まで広 く分 布す るニ ホ ンジ ネズ ミ

が,い つ ごろ どの ように分布 を広 げたのか。これ を

明 らか にす るには,ま だまだ時 間が かか りそ うであ

る。(京 都大学 総合博物館助 手 ・哺乳類分類学)

ネズミ類などの小型哺乳類を捕獲するためのわな。

捕獲 したい種類によって,わ なの大きさや餌の種

類が異なる。
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第2回 公開講座の記録(1997年ll-12月)

野外調査 と博物館
一 フ ィー ル ドか ら考 え る 一

ll月22日(土)山 と 古 代 人

吉川真司(総 合博物館助教授)

天平勝宝8歳(756)に 描か れた東大寺lh堺 四至 図は,東 大寺

伽藍地のみ ならず,春 日山一帯の人文環境 を物語 る重要 な史

料 である。春 日山には数 多 くの山林寺 院が建 立 されたが,そ

れ は毛原廃寺 ・神野寺 ・笠置寺 ・塔 の森 な ど,大 和高 原 に広

が る山林寺院ネ ッ トワークの一環であった。平城京時代 には

このよ うに大和高原北部 の利用 が進 んだが,古 く飛 鳥 ・藤原

京時代 には吉野 ～竜 門山塊が中心 であ り,やが て平安遷都 と

と もに山林寺院群 も北 に移動 した。山林寺 院 と都城 ・官大寺

には密接 な関係があ った と考 え られる。

山林寺 院は官大寺僧の修行 に不可 欠な存在であ ったが,立

地 を個 々に検討 してみ ると,純 粋 な浄域 に創建 されたのでは

ない ことがわか る。材木 ・岩石 ・薪炭の採取 や,都 城 を核 と

す る道路 敷設な ど,開 発 とともに寺院が建立 される場合が多 いのである。文 明化 にともなう山林開発 は,山

林寺 院 と不可 分の ものであ った。奈 良時代 山林 寺院の研 究は緒 につい たばか りだが,古 代 人の山林観 ・山

岳観 を知る上 で,そ れ は貴重 な視点 となるだろ う。

ll月29日(土)ア フ リ カ の 森 と 焼 畑 農 耕 一 「辺境」か ら世界を考える一

佐藤廉也(総 合博物館助手)

「焼畑」 とい うことばは,森 林火 災な どの トピ ックと ともに近年マ ス コミな どに も頻 繁 に登場す る ように

なった。 しか し実際 には これ らは,例 えば商品作物の プランテ ーシ ョンのための火入 れ地持 えな どを 「焼

畑」と称 してい ることが多 く,休 閑 による植 生 回復 を前提 とす る本来 の焼畑農耕 とは全 く別 のカテゴ リー

に属す る経済活動 である。在来技術 を継承 しつつ現在 も熱帯地方 で営 まれる本 来の焼畑 農耕 とは,そ れで

は どの ような技術,経 済,環 境利用 のシステムに よって成

り立 ってい るのか。ア フリカの森 で焼 畑 を営 む人 々は,焼

畑 を食糧生 産の第一 の手段 と しなが ら も,実 際にはあ りと

あ らゆる側面 で森林資源 を利 用 しつつ暮 ら しをたて てい

る。このために,人 々は自 らの財産 である森林環境 を破壊

か ら守る ような,循 環 的な環境利用体系 を必然的 にとって

い るのである。こうした在来の知恵 を深 く具体的 に理解す

るこ とによって,私 た ちもまた,理 想論 に終 わる ことのな

い未来の世界像 を学 ぶ ことがで きるので はないだろ うか。
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12月6日(土)ト チ ノ キ の 花 咲 く 森 で 一芦生 におけ る虫 と花 との共生 一

角谷岳彦(総 合博物館助手)

一一つの地域 を考 えた場 合
,そ こに棲 む訪花昆 虫 と,そ こに生 え

る虫媒性 の植物 の 問には長 い共進化 の結 果 と して,巧 妙 な共

生 関係 が成立 している。と りわけ,原 生林内で は興味深 い共生

関係が見 られる ことが多い。

京都,滋 賀,福 井の3府 県境 に接 した京都府の はずれ に,京

都 大学が演習林 を有す る芦生 の原生林 がある。そ こはブナや

スギ を主体 とした林 で,沢 沿 いには トチ ノキな どが花 咲 く。こ

の原生林内 にお ける訪花昆虫 と花 の共生関係 を進化生態学 的

に概説 しつつ,芦 生の森のすば ら しさを語 った。

進化は,特 定 の意志主体 に よって善 なる方向へ向 か う物 で

は な く,よ り多 くの子孫 を残 す遺伝 的性 質が広が りやす い こ

とによって起 こる世代 を越 えた変化 にす ぎない。しか し,長 い

共生的共進 化の歴史 はあ たか も統一的意志 によるか のご とき 「生活史戦略」 を生み出す。

た とえば,ト チ ノキ は巧み な花蜜の分泌パ ター ンによって花粉媒介昆虫で あるマ ルハ ナバチ類 の蜜利用

効 率 を高め,こ の花 を訪れ るマ ルハナバチ類 は高い訪花一貫性 を示 し確実 に花粉 を運ぶ。

12月13日(土)未 知 の 植 物 を求 め て

永益英敏(総 合博物館助教授)

古来 多 くの人々が新 たな植物 を求 めて世 界中 を旅 して きた。植物 自

身の もつ魅力 もさる ことなが ら,新 たな植物 の発見 は薬 用 ・食用 ・

園芸 な ど商業 的に も重 要だ ったのである。

ヨー ロッパ と同 じ温帯 に属 し豊 かな植物相 を誇る 日本 は,古 くか

ら多 くの植物学者 ・植物愛好家 の注 目を集め て きた。江戸 時代 のケ

ンペル,チ ュ ンベ リー,シ ーボル トに始 まり,日 本 を訪れた植物学

者,園 芸業者,植 物採集家 な どのプ ラン トハ ンターはか な りの数 に

上る。明治時代 になって来 日 した フランス人宣教師 フォー リー もそ

の一人で,日 本,朝 鮮,樺 太,台 湾で膨 大 な数の標本 を採 集 した。

彼 の死 後,残 され た標本 は篤志家 岡崎忠男氏 が遺族 か ら購 入 し,ま

とまったかた ちで京 都大学 に寄贈 された。この標本 は東 アジア地域

の植物 を研究 す るうえで不可 欠な標 本 と して今で もそ の重 要 さを

失 っていない。

新 しい植物 の探 求 は20世 紀 も終わ ろうとい う現在 も,ま だ続 け られている。地球 上の多 くの生物が絶 滅

の危機 に瀕 してい る今,あ る意味で は以前 よりもさらに活発 に行 われている といえる。化学成分や遺伝 子

資源 と しての重要性 も認識 され,世 界 中で組織 的な調査が進 め られている。
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第4回 公開講座

人 間 と目然 の共 生 をめ ぐって

博 物館 の研 究活動 は自然界 との 「つ きあい」 である。本公開講座で は,当 博物館 ス タ ッフが

研究活動 を通 じて得た知識 を もとに人間 と自然の共生 について語 り,博 物館 の研 究活動 を紹

介す る。

ll月14日(土)

日本 の森 林 に学 ぶ
一21世 紀の人間と自然の共生一

総合博物館館長 河野昭一

ll月21日(土)

帰 化 哺 乳 類 と人 間活 動

総合博物館助手 本川雅 治

ll月28日(土)

多 自然 型 川 づ くり工 法 の 実 際

総合博物館助教授 城下荘平

12月5日(土)

魚 と,ど うつ き あ うか

総合博物館教授 中坊徹 次

○ 時 間 各 回 と も午 後1時30分 ～午 後4時

○ 場 所 理 学 部2号 館 第1講 義 室(百 万 遍 東 約

300m,北 側 の 門 を入 って す ぐ左 側 の レ ンガ 色 の 建

物 。 自家 用 車 で の 来 館 は ご遠 慮 くだ さい)

○ 定 員80名

○ 受 講 料5,400円(全 講 義 を 通 して の 受 講 料 で

す 。 納 め られ た 受 講 料 は返 金 で き ませ ん)

○ 申込 期 間10月12日(月)～10月30日(金)

○ 申込 方 法 現 金 書 留 ま た は 受 講 料 直 接 持 参 に よ り

お 申 し込 み くだ さい 。

〈 申込 先 お よ び問 い合 せ 先 〉

〒606-8501京 都 市 左 京 区吉 田本 町

京 都 大 学 総 合 博 物 館 電 話075-753-3274

現 金 書 留 の 場 合 は下 記 の もの を 同封 して くだ さい。

1.受 講 料

2.住 所 ・氏 名 ・年 齢 ・職業 ・電 話 番 号 を記 入 し

た用 紙(形 式 は問 い ませ ん)

3.返 信 用 封 筒(表 側 に宛 名 ・郵 便 番号 を記 入 し,

80円 切 手 を貼 っ て くだ さい。受 講 証 ・領 収 書 等 を

お送 り し ます)

持 参 の場 合 は平 口の 午前10時 か ら午 後4時 の 間 に

お い で くだ さ い 。

京都大学総合博物館 日誌(1998年4月 ～9月)

4月13日

5月ll日

6月15日

6月22日

6月25日

7月15日

第ll回 教官会 義

第12回 教官会 義

第13回 教官会 義

第3回 運営委員会

第3回 協議委員会

平成10年 度国立学校施設整備事業の決

  ( IF )
R3-2

7月27日

8月20日

6,540m一

.~..._ ~ ~ - T -f

第14回 教官会議

外国人研究員 Frederic Herbert i Ttech †専

士(ア メ リカ合衆 国カーネギー 自然 史†専物館 植物

部 門主任研究員 ・植物 系統分 類学)来 学。(ll月

8月27日 第15回 教官会議

9月25日 第16回 教官会議
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